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令和３年度第２回 城陽市環境審議会議事録 

 

日時 令和４年２月７日（月）午前 10 時 00 分～午前 11 時 30 分 

場所 城陽市役所 第１会議室 

議題 ◆ 会議 

 ①地球温暖化対策実行計画の策定手法について 

 ②ゼロカーボンシティ宣言の表明について 

 ③その他 

出
席
者 

委員 新川会長、中川副会長、中原委員、田浦委員、弘本委員、宮永委員、木下委員 

行政 森田市民環境部長、東村市民環境部次長、浜崎環境課長、山田主任、成田 

 

＜質疑等の概要＞ 

◆①地球温暖化対策実行計画の策定手法について 

 

事務局より説明。 

 

会長 ： ただ今、ご説明いただきました地球温暖化対策実行計画は、これから次年度に向

けて本格的に策定準備を進めていかれますが、その手順について、ご説明をいただ

きました。また、策定すべき計画の内容についても概略の説明をいただきました。

これにつきまして各委員からご質問、ご意見がありましたらお願いします。  

委員 ： ゼロカーボンシティ宣言をされたということで、方向性も決まり、非常に良かっ

たと思います。今回策定いただくものは、まさにゼロカーボンを実現するための計

画だと思いますので、計画期間が令和５年度から令和９年度までの５年間というこ

とですが、やはり２０５０年のゼロということ、その中間年である２０３０年の大

きな削減目標もしっかりと入れ込んだ計画にしていく必要があるのではないかと

思います。それから、２ページのイメージ図ですが、今ある役割分担でしっかりと

やっていただいていると思いますが、私が関わらせていただいた京都市の計画策定

の時には、環境審議会の下に地球温暖化対策検討委員会がありまして、そこで計画

について、委員の方々の意見を聴きながら策定を行ったということ、その下に研究

会もつくっておりまして、そこで、もう少し専門的な内容も検討していました。城

陽市がどこまでできるのかは、城陽環境パートナーシップ会議（以下、ＰＳ会議）

がその役割を果たすのか、本審議会とＰＳ会議の一部のメンバーで行うのか、色々

なパターンがあるかと思いますが、体制を少し工夫していただくとありがたいかな

と思っております。 

また、市民アンケートとパブリックコメントを実施されるということで、市民の

方々の意見が反映されるということだと思いますが、予備知識がない中で色々な意
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見を聴いても、なかなかゼロカーボンが達成できるような意見にならない可能性も

あります。今、気候市民会議が、市民の方に集まっていただき専門家の知識、現状、

それから最新情報などをお伝えしたうえで、では何をしていくかということを議論

する場が開催されていまして、一部の市や京都では大学でも行っていたりします。

アンケートをする際に、アンケートの説明をどのようにするのかの工夫をしていた

だければいいのかなと思います。 

会長 ： 事務局から何かご説明がございますか。 

事務局： ２０３０年、２０５０年の中長期の目標に関しましては、皆様の意見もお伺いし

ながら、私どもも是非、策定したいと考えております。少なくても２０５０年ゼロ

カーボンは宣言していますので、この計画の中に含められたらと考えています。ま

た、現行の計画も中長期的を疎かにしているわけでなく、中期目標の割り返しをし

て目標を定めておりますので、着実な取組を進めていけば、その中長期の目標値に

たどり着く計画となっています。 

次に、２ページのイメージ図記載の環境審議会あるいはＰＳ会議で研究会をつく

り、より細かい精査をされてはどうかというお話をいただきました。ＰＳ会議は月

２回の会議を開いていますので、ＰＳ会議だけで話し合ってもらう内容も出てくる

と思いますが、環境審議会とＰＳ会議での話し合いが必要な際には、調整して話し

合いましょうという機会があってしかるべきだと思っております。その際は進捗具

合で調整させていただければと思っております。 

アンケートを実施する際に説明の工夫の検討をということですが、周知啓発をど

のようにするのかの部分かなと思います。私どももゼロカーボンシティを宣言した

という広報などは行っていますが、アンケートを取る際にも、説明文をつける形で

ぜひ盛り込んでいきたいと思います。 

委員 ： アンケートの説明だけでなく、パリ協定の意義であるとか、脱炭素に向けた先進

事例なども皆さんに知っていただいた方がいいと思いますので、工夫をしていただ

ければと思います。 

会長 ： ありがとうございました。特にパブリックコメントやアンケートを取る際に市民

の皆様方に、この温暖化対策のご理解をいただいたうえで、ご意見をいただかなけ

ればと思います。通り一遍の周知広報ではなかなかそこまでいかないだろうと思い

ますので、市民の皆様方にも学んでいただくような機会も含めた市民参加の在り方

もありうるとのご意見をいただいたかと思います。この辺りは今後の課題になろう

かと思います。それから、環境審議会とＰＳ会議がこれから密接に連携しながらよ

り専門的な知見に基づいた議論を深めていく。そのとおりだと思いますが、この辺

りは、今後、どのように具体的に詰めていくのか、是非事務局でもご検討いただき

たいと思います。それから、当然、本審議会やＰＳ会議もそうですが、人的な資源

は限界もございますので、新たな知見や必要となるような専門的知識については、
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必要に応じて習得ができるような工夫もお願いしておきたいので、よろしくお願い

いたします。その他、いかがでしょうか。 

委員 ： 京都市のことをお伺いしましたが、城陽市だけがＰＳ会議があるのか、あるいは

隣接する京田辺市や宇治市なども、ＰＳ会議のような団体があるのか、協力関係や

お互いの連携などを教えていただきたいです。 

事務局： 例えば、城陽市には城陽環境パートナーシップ会議といいまして、市・市民・市

民団体・事業者で構成しています。また、他市状況ですが、宇治市であれば eco ッ

ト宇治さんであるとか京田辺市であれば、きょうたなべ環境市民パートナーシップ

という市民団体がありまして、市と密接に連携しながら事業を進めておられます。

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）についても、宇治市や京田辺市も策定して

いますし、細かく言いますと、区域施策編については中核市以下の市町村について

は策定義務のない計画ですが、より環境施策に先進的に取り組むために策定して取

り組んでいます。市だけが考えたことを机上でやるということではなく、市民皆さ

んの意見も吸い上げ、環境施策を積み上げながら、施策を進めていくということが

近隣市町同じ状況でございます。 

会長 ： その他、いかがでしょうか。 

委員 ： 今回、実行計画を改定されるということですが、カーボンニュートラルの考え方

やそれを実現していくような政策体系をまとめていくということになります。皆さ

ん容易に想像がつくように、実質的な総合計画といいますか、単に環境目標を追求

するだけの計画ではなく、市の経済社会の在り方そのものを描き出したり、市の全

体的なまちのビジョンを描く計画になっていくと思います。ただ一方で、市として

は１ページの解説のように、環境基本計画があり、その中に地球温暖化対策につい

ての実行計画という階層があり、制限がある。この中身について考えたときに、こ

れを飛び越えて、実質的な総合計画である必要がある。この計画の実行性を考えた

時に、どこまで経済社会にまで言及できるのかが大きいと思います。私のベストと

しましては、総合計画は覆すことはできませんが、今後、総合計画を変えていける

ような大きな影響力がある計画を策定してほしいと思います。 

２点目は、作り方が非常に大切だと思います。今回ＰＤＣＡサイクルではＰの部

分、まさに始まっていこうとする部分ですが、Ｐは独立したものではなく、サイク

ルとなっていますので、後のＤＣＡを見据えて、逆算して策定していってほしいと

思います。策定だけではなく、今後の体制づくり等を見据えての計画策定が必要で

はないのかと思いました。 

事務局： 委員の意見の中で一貫して言えることは「実行性」かなと思っています。庁内の

雰囲気もそうですし、総合計画やＰＤＣＡサイクルもそうですが、今回の計画につ

きましては、実際に何をどうしたらどれだけ温室効果ガス排出量が削減できるのか。

大きな目標に向けての細やかな取組を皆さんと一緒に作っていき、私共、そして環
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境審議会だけでなく、庁内に波及させる仕掛けも必要かと思っています。実際には

この２ページイメージ図にあります庁内の部長級が集まる環境政策推進本部会議、

次長級が集まる環境政策推進委員会でお話をしながら、城陽市は環境施策について

もこのような形で向かっていくということを見せつける計画を策定しなければな

らないという使命感を持っています。計画の実行性につきましては、策定を進めて

いくにあたり常に念頭に置いたうえで、皆様とお話しできればと思います。施策の

積み上げ方、施策の回し方、実行性はどこにあるのか、どうすればこの計画を導き

出せるのか、策定した計画の数値だけの話にならないような事務進行にしたいと思

っています。皆様の知見もお貸しいただければと思っております。 

会長 ： ありがとうございます。その他いかがでしょうか。 

副会長： 計画策定時に誰が関係するのかと思った際に、市の推進本部会議であったりＰＳ

会議が出てきますが、市の各部署がみんなで取り組まないとダメだと思います。ま

た、環境に関する各専門の委員もいると思います。そういう人たちがみんなでこん

な計画を策定するんだというところが、あまり見えない。この審議会でも報告を受

けるだけで、みんなが意見を言っても実現できるかどうかわからない。将来的には、

みんながもう少しすみ分けができ、城陽市がたたき台を作るにしても、計画の中身

はみんなで揉んで作り上げていく仕組みも将来的にはいるのかなという気がしま

した。そうすることによって、市民、城陽市の各部署、事業者は自ら策定した計画

という意識が持てるし、関わり合いの中で計画を策定できるのではないのかと感じ

ました。 

事務局： もっと実行性を持った、あるいは協議体として意見をくみ上げる何かがいるのか

なと思ってお話を聞かせていただきました。前回の地球温暖化対策実行計画の策

定時には、第２次環境基本計画の策定とセットで審議会にもお話をさせていただ

きました。会議体を審議会だけでなく、ＰＳ会議の計画策定ワークグループなどを

立ち上げまして、策定に向けて同時進行でさせていただきました。今回の地球温暖

化対策実行計画の策定には、環境審議会を３回開催して意見をいただくという形

がセオリーではございますが、今回は３回の開催だけでは足りないかもしれない

という思いも持っております。また、次回の環境審議会の前に、メール等で各委員

さんに色々とご相談をさせていただくこともあるかと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

副会長： 私はすぐにということではなく、今回はこれでいいのですが、今後そういうやり

方も検討が必要かなというお話です。 

会長 ： ありがとうございました。今後、進めていかれる時の検討課題ということでよろ

しくお願いします。その他、いかがでしょうか。 

委員 ： アンケート実施前に市民の方に一度こういう取り組みをしますということを広

報じょうようで年に何回か掲載していると思います。そこはどのように考えてお
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られますか。 

事務局：  ２月１５日号の広報じょうよう１面に「目指せ！ゼロカーボンシティ」という

記事を掲載して、市民の方への周知啓発を考えております。その中では家庭で取

り組んでいただく内容や市が取り組んでいる内容を網羅して皆様にもお伝えす

るつもりでいます。紙面ができ上がりましたら、環境審議会の皆様にもお見せで

きればと思っております。それ以外にも、来年度は広報誌に隔月でコラムの掲載

も計画しています。市内には高齢者の方が多いことから、一番認知度が高い媒体

が広報誌になりますので、ゼロカーボンシティの周知啓発を図るよい機会だと思

っております。 

会長 ：   ありがとうございます。その他、いかがでしょうか。 

委員 ：   アンケートを実施する前に説明会や勉強会などを開催してはというご指摘があ

りましたが、私もそのとおりだと思っております。城陽市の前回計画のアンケー

トを拝見しますと、市民の方、事業者の方、それから中学生とものすごく丁寧に

アンケートを取られていることが、とても特徴的だと思います。それだけにアン

ケートというツールをうまく活用できれば、実行力あるものにするための非常に

大きな武器になると思います。是非、ＰＳ会議の方々の力を借りながら、実践的

で新しいタイプの学習とアンケートをセットにしたものを考えていくと、これま

で積み上げてきたものを、さらによりよく活かしていくことになるのではないか

と思います。特に事業者の方々のマネジメントシステムへの知識や理解などがま

だまだ進んでいないという結果も前回出ていましたので、そういうところに力を

入れていく、チャンスをうまく活用していく。また、ＳＤＧｓやゼロカーボンを

実践していくには、これから若い世代がどう動いていくのかはすごく重要なこと

だと思います。そこに対する教育活動についても、この機会をうまく活用するこ

とを作戦として考えていかれればと思います。他の政策分野との連携については、

推進本部会議や推進委員会でしっかりとやっていかれるとは思いますが、実際に

施策を作っている世代、課長や係長などが、自分たちの施策にうまくゼロカーボ

ンの流れを注いでいけるようなムーブメントがあればいいと思います。政策の転

換期といいますか、指摘のあったように、新しい技術の開発などもこの１０年間

ぐらいで一気に進んでいくと思います。その勉強もとても大事になっていくので、

色々な事例を学びに行くとか、話を聞くなどかなり積極的にやっていかないと２

０５０年２０３０年をターゲットに描いていくことが難しくなるのかなと思い

ますので、是非、力を注いでいっていただければと思います。 

会長 ：  アンケートにつきましては、皆様方から色々とご意見をいただいたとおりだと

思います。せっかくの貴重なアンケートですので、丁寧にやってこられたものを、

もっともっと活用できればと思います。今回は部長級・次長級の会議が予定され

ていますが、もう少し具体的な施策を課長・係長の方々との連携を図られてはと
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のご指摘もありました。技術革新のところは、どんどん新しいものが生まれてき

ていますので、技術の変化に私たちがついていけないところもありますが、それ

も踏まえた計画にしていかないと策定した途端に時代遅れになってしまうこと

もあるかもしれません。この辺りで事務局がお考えのことがあればお願いします。 

事務局：  まずはアンケートのお話ですが、前回計画策定時のアンケート、それから前々

回の計画策定時のアンケートにおいて、その時々の常態を把握するために設定し

ている設問があり、経年変化を抑えている設問があります。それに加えて、新し

いものに対する考え方はどうなの？という設問を入れていけるようなアンケー

トにできればと思います。前回のアンケート結果で申しますと、市内事業者３０

０社を対象に事業者アンケートを実施しましたが、回収率が３７．６％、環境マ

ネジメントシステムの導入状況ですが、「導入する予定はない」、「どのようなもの

かよくわからない」という回答が主体ではありました。ただ、国や府がゼロカー

ボンに対する様々な施策を打ち出していますので、今回、アンケートを取らせて

いただく中では少しは良くなっていてほしいというのが本音です。環境マネジメ

ントシステムについては、広報じょうようも含めて周知啓発は続けさせていただ

きたいと思いますし、市内事業者さんがＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４０００１を

認証取得される際の助成金もありますので、その助成金の周知啓発をしっかりと

やっていきたいと思います。 

課長や係長などの下からのムーブメントを起こせないかというご意見もござ

いました。城陽市地球温暖化対策実行計画の事務事業編ではＪ－ＥＭＳと連動さ

せており、Ｊ－ＥＭＳは各所属が中心となって取り組んでいますが、毎年、ＰＤＣ

Ａサイクルが回っているかのチェックもございます。そういったものも活用しな

がら、自分たちの活動がどれだけ地球温暖化に対して影響があるのか、地球温暖化

防止に向けての施策がどれだけ打ち出せているのかを、区域施策編の段階まで昇

華させたようなやり方にできればと思っています。しかしながら、現状は事務事業

編で各部署の係員が認識を持ってもらうというレベルですので、もう少し工夫が

できればと思っております。 

会長 ： ありがとうございました。その他、いかがでしょうか。 

事務局： 今回の計画策定につきましては、ご意見をいただいていますとおり、発信力を持

った計画にしなければならないと思っており、そこは今後、議論していかなけれ

ばと思っています。そうすることで、市・市民・市民団体・事業者すべての人が

温暖化に対する意識を高めていただいて、みんなが行動に移さなければならない

ところまでつながっていければと思っています。 

会長 ：  是非、その方向で進めていただければと思います。その他、特になければ、地

球温暖化対策実行計画の今後の策定手法につきまして、ご意見をしっかり踏まえ

て進めていただくということにしたいと思いますが、各委員それでよろしゅうご
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ざいますか。 

それでは、本日の議題の２つ目であります「ゼロカーボンシティ宣言の表明につ

いて」ですが、前回も少し議論をしていただきましたが、いよいよ宣言が出ました

ので、これにつきましても、事務局からご説明をよろしくお願いいたします。 

 

◆②ゼロカーボンシティ宣言の表明について 

 

事務局より説明。 

 

会長 ： ただ今、城陽市ゼロカーボンシティ宣言のこれまでの経過、この宣言に基づきま

すゼロカーボンに向けてのさまざまな施策の展開につきまして、ご説明をいただき

ました。委員の皆様からご質問や、ゼロカーボンシティ宣言に向けてのご助言・ご

提案などもございましたらいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

委員 ： 宣言されたからには、様々な施策を展開していかれると思いますが、その施策の

中でも城陽市はこんな施策に力を入れていますという、いわゆるリーディングプロ

ジェクトを作っていく必要があると思います。 

会長 ： 事務局でも工夫やできることがあればやっていただければと思います。今日も城

陽市のホームページを見せていただいていますが、城陽市のゼロカーボンシティに

向けての一丁目一番地はこの施策ですと言えるものが明確に打ち出せると、アピー

ル力になる感じがします。是非、事務局に検討していただきたいのと、私たちもそ

れに向けて色々とアイデアを考えていければと考えております。その他、いかがで

しょうか。 

委員 ： ゼロカーボンシティが本当に実現できるのかは、市民の方々の中にはまだまだ難

しいと思っておられる方もいらっしゃるかもしれません。今はまだ、温暖化対策と

いうと我慢したり、不便になったりするというイメージが一般的なのかなと思いま

すが、実はそうではなく、対策を進めることでゼロカーボンシティが実現できた方

がより良い地域や社会、生活になることを描いて伝えていくことが重要になってい

くのではないかと思います。その意味で実行性が重要です。ただ、その実行性は表

裏一体で、ここまでしかできないから、実行性を担保するためにここまでしかしな

いと決めるのであれば、ゼロカーボンは達成できないので、そうではなく、高い目

標をどうやったら実行できるのかという仕組みづくりが重要かと思います。そこが

織り込めるような計画にしていく必要があるのかなと思います。 

もう１点は、若い人が２０５０年はどうなるのかとすごく関心を持たれています。

是非、若い人を巻き込み、意見を反映させるため、ＳＮＳ等の活用なども考えてい

ただけたらと思います。 

事務局： ＳＮＳは今後、活用できればと思っています。また、ＰＳ会議も同じようなこと
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を考えておられ、昨年度にビデオカメラを購入され、そのビデオカメラで撮影した

「私のカーボンニュートラル」宣言をＰＳ会議のホームページで公開して、発信力

を高めようと思っておられます。 

また、若い人を巻き込むということでは、ゼロカーボンシティ宣言の新しい施策

の１つであるカーボンニュートラル絵画展では、若い人を巻き込むために開始し

た事業です。城陽高校生にカーボンニュートラルとはどんな世界かをテーマにポ

スターを作製していただき、高校生が作製したポスターを見て、小中学生にゼロカ

ーボンシティを目指すにあたり、どんなものが必要なのか、どういう風な未来を想

像するのかを描いてもらう事業を考えております。打合せも何度か行い、城陽高校

生の意見を聴く場も設けさせていただいていました。中には、悲観的な見方をされ

ている部分もあり、今、何もしなければこういう未来が待っているよという暗い絵

を描いてもいいのかという質問もありました。それに対して、あまり私共が言いす

ぎると誘導したことになってしまうので、そういう意見があるのもわかるし、そう

いう絵を描きたいという気持ちもわかるが、小中学生がそのポスターを見た際に、

どういう絵にすれば興味を持ってもらえるのか、未来に希望を持ってもらえるか

などを考えながら、できれば未来あるもの、活力ある絵にしてほしい。もし、そん

な絵を描くのであれば、いい未来と悪い未来を対比するような構図にする工夫が

できないものだろうかと伝えたと同時に、高校生はそんな意識を持っているんだ

と強く印象に残ったことを覚えています。子供たちの危機感は私たち大人よりは

るかに強いと思います。その意見もあり、私らはしっかりとした計画を作らなけれ

ばいけないという思いを持ったことから、できれば若い人たちの率直な意見や未

来に希望を持てるような意見なども何とか積み上げていければと思っております。 

会長 ： ありがとうございました。若い人たちは本当に怒っています。未来に対する希望

を、託しておられる方々もたくさんいらっしゃると思います。そうした人たちへの

働きかけもゼロカーボンシティ宣言の次のステップになろうかと思います。ポス

ター、絵画展をぜひ前向きに進めていただければと思いますし、場合によっては暗

い未来でも、小中学生から逆に違うという意見もでるかもしれません。委員から一

番初めにご指摘のあった話にも関連しますが、こうした温暖化対策、ゼロカーボン

というのが、本当に我慢に我慢を重ねて排出抑制をしていくというイメージで日

本社会は捉えられがちでありますが、世界的にみるとそうではなく、むしろ環境配

慮こそが次の経済成長や豊かな社会生活に結びついていく、グリーンリカバリー

という言い方もありますが、そういう発想に世界中が迎えつつあり、明らかに価値

観や基準が大きく変わりつつある。ただ、日本でいろいろな調査をすると我慢、我

慢で見られる印象が多い。そこを変えていくことも、行政の役割かもしれないなと

思いました。温暖化対策が豊かな未来に結びついていく。そんな観点もしっかりと

踏まえて、計画を策定していただければと思います。その他、いかがでしょうか。 
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副会長： 城陽市のホームページに現在の城陽市温室効果ガス削減効果状況を示しておら

れますよね。これを見て詳細をわかる人はいるのでしょうか。 

事務局： ホームページに掲載しているのは数値だけですが、環境報告書の中にはグラフを

掲載しています。ただ、そこへのリンクは貼ってはいない状況です。 

副会長： これを見て、わかる人は少ないと思います。２０１３年を１００として２０１８

年に２５．３％削減され、２０５０年にはゼロになる、１００％削減されるという

ことですか。 

事務局： これはあくまで２０１３年度比で何パーセント削減できているのかを示してい

る数値です。この見せ方をどうしようかと悩んだのですが、ゼロカーボンシティで

のカーボンニュートラルはあくまで排出量と吸収量を均衡させる、つまり、実質ゼ

ロにするという意味です。今後、吸収量の算定ができれば見せ方を検討すべきだと

思っています。 

副会長： 城陽市の現在の状況がわかるようなもの、市民が理解できるものを、リンクを貼

るなど工夫して掲載していただければと思います。 

会長 ： なかなかトップページに事細かに描くのは難しいと思いますので、疑問に思われ

た時にわかりやすいページに飛べるような工夫をしていただければと思います。な

お、まだ先の話になるかもしれませんが、いずれは２０年度に対する削減ではなく、

ゼロカーボンニュートラルがわかる指標、つまりプラスマイナスゼロに近づいた感

がわかる指標を考えていかなければならないと思います。ご検討よろしくおねがい

します。その他、いかがでしょうか。 

委員 ： 今はゼロカーボンシティを宣言しましたというタイミングのため、ホームページ

のトピックスとして打ち出されている形になっていると思います。時間がたてば、

下に下がってくると思いますので、どういうものがカーボンニュートラルであり、

ゼロカーボンシティを常にどうやって情報発信していくのかを、情報戦略として考

えていかければならないと思いますので、それも含めて今後の地球温暖化対策実行

計画を策定する中でも注視していく必要があるのかなと思います。 

会長 ： ありがとうございました。先ほどのお話にもありましたように、リーディングプ

ロジェクトも含めて、目玉商品を次々と打ち出し、ホームページのトップを飾れる

ような、そんな工夫も必要かもしれません。事務局でも考えてみていただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。その他、いかがでしょうか。 

委員 ： 本日会議に参加させていただいて思ったのは、市民がどのように参加していける

のかですが、市のイメージキャラクターのじょうりんちゃんをもっと活躍させ、団

体等の活動をじょうりんちゃんが表彰するなり褒めることで、これだけできました

とアピールしてはどうでしょうか。「宣言しました」と言っても、新型コロナウイル

ス感染症拡大のために、明日生きていくのも大変な方もおられることから、それだ

けの余裕を持つことができない。そういう人たちにも、アピールすることで、「頑張
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っている人がいるんだ」という形になって見えるようなもの、みんなで取り上げて

いけるようなものを考えていただければと思います。 

会長 ： ありがとうございました。大事な提案をいただきました。一生懸命にやっていて

も、それを認めていただいたり、褒めていただいたりしなければ続かないというこ

ともあります。こんな時代ですから、色々な努力をすることが大変ということもあ

ります。ほんの少しのことでもみんなが注目してくれ、よかったねと言ってくれる。

それを城陽市のマスコットキャラクターが褒めてくれるとなると、これはまた違っ

た達成感があるかもしれません。事務局からその辺り、マスコットキャラクターの

使い方等で何かお話しいただけることがあればお願いします。 

事務局： イメージ戦略、具体策で何か出せるものがあろうかと思います。じょうりんちゃ

ん、ＰＳ会議のイメージキャラクター、市の環境施策のキャラクターウメっちとい

うキャラクターがありますが、皆さんご存じない。周知不足かなと思ったりするの

ですが、こういったキャラクターの活用であったり、それ以外のイメージ戦略を今

後、積み上げていければと思います。 

会長 ： ありがとうございました。じょうりんちゃんなどのキャラクターに活躍をしてい

ただければと思いますので、よろしくお願いいたします。その他、何かございます

でしょうか。ゼロカーボンシティ宣言につきましても、これを市民の皆様方にずっ

と継続的に指揮をしていただく。また、ゼロカーボンシティを積極的に進めていく

ような施策の展開、こういったことへの期待も各委員からいただきました。一方で

は、ゼロカーボンシティをしっかり活動していただいている方に対して、みんなで

一緒に褒め合いながら進めていくような仕組み作りも大切かなというご意見もい

ただきました。そうした動きがあるとカーボンニュートラル宣言というのが常に市

のホームページでも上位に、そして皆さんが見てくださる回数も上位に、というこ

とになるのかもしれません。是非、そのような状態を作れるよう、私たちも考えて

いければと思います。それでは、その他特になければ、このゼロカーボンシティ宣

言につきましては以上にしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

それでは本日予定しておりました会議につきましては、事務局から何かござい

ますでしょうか。 

事務局： 特にございませんが、次回の審議会はおそらく６月ごろに開催となりますので、

よろしくお願いします。 

会長 ： それでは本日予定をしておりました会議の内容でございますが、その他各委員か

ら追加して何かあればと思いますが、よろしいでしょうか。それでは、本日の会議

につきましては、以上で終了とさせていただきます。熱心にご議論していただき、

ありがとうございました。それから良いアイデアもいただいたかと思います。是非、

事務局への宿題がたくさんありますが、しっかりと咀嚼をして今後の計画づくり、

また、ゼロカーボンシティの実現に向けて工夫をしていただければと思います。本
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日も熱心にご議論をしていただき、ありがとうございました。              以上 


